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全国医療経営士実践研究大会
医療経営士の働き方が病医院を
変革する

第13 回 福岡大会
大
会
テ
ー
マ

矢野正子　大会運営委員長

オリエンタルホテル福岡 博多ステーション会場

2024年
12月1日
日

開催日

〜今、求められるマネジメント能力と
　具体的実践方法〜

※開催前日の11月30日（土）に懇親
会（前夜祭）を行います。詳細はホ
ームページでご確認ください。

日本医療経営実践協会九州支部支部長／
聖マリア学院大学名誉学長

発表者名 所属機関・役職 支部 等級 演題タイトル

池田基樹 医療法人社団英志会富士整形外科病院 事務部 
兼 病院機能推進室 部長 東海 ３級 骨粗鬆症診療における組織マネジメントとチーム医療促進の効果

石川真太郎 医療法人社団英志会富士整形外科病院 事務部門 事務長 東海 ３級 自由診療部門の収益改善に有効であった受療確度管理表の設計と運用について
小川利明 医療法人おもと会 統括本部人事部 主任 九州 ３級 採用広報におけるエモーショナルなアプローチの可能性について
小栗 篤 学校法人近畿大学 法人本部管理部 関西 ２級 医療経営士、具体と抽象の往復運動―医療従事者の業務負担軽減のアプローチ―
岡本光順 埼玉医科大学国際医療センター 副院長・消化器外科教授 関東 １級 安全で質の高い外科治療を目的とした組織マネジメント
金子 瑛 福島赤十字病院 事務部 経営企画課 主事 東北 ２級 経営改善実行のための「チーム作り」と「アクションプラン」の活用

佐賀友美 医療法人渓仁会渓仁会真駒内在宅クリニック 
訪問リバビリテーション科 

北海
道 ３級 訪問リハ事業における新たな提供エリアへの挑戦　

～まこクリの拡大戦略とその成果～
佐竹直也 医療法人松田会 事務部 部長 東北 ２級 人間関係がカギとなる病院経営──Ⅰ病院の統合と変革の実践報告
酒井利明 社会福祉法人恩賜財団済生会京都済生会病院 診療情報管理室 主事 関西 ２級 コミュニケーションを重視することによっての効果

中神勇輝 医療法人真生会真生会富山病院 経営企画部　
企画課・総務課・経理課 課長 北陸 １級 経営の見える化の進化　未来へのシナリオ作り（法人中期計画と事業計画、

予算実績管理、部署目標チャレンジ活動の仕組み
平石拓也 医療法人ひらまつ病院 財務部 九州 ３級 続　未来を描く人間力が地域医療を支える原動力──リアルマネジメント

盛田滝斗 公益社団法人日本海員掖済会病院名古屋掖済会病院 
広報部 課長補佐 東海 ２級 病院ERドキュメンタリー映画化における医療経営士としての広報活動

矢野恵美 社会医療法人加納岩 財団事務局 経営企画室　
兼 財務課 主任 関東 ２級 予算管理の重要性～どん底からの再生ストーリー～

山内剛志 社会福祉法人恩賜財団済生会みすみ病院 医事室 兼 情
報システム室 係長 九州 １級 「コミュニティホスピタル」が日本を元気に～今、医療経営士が取り組むこと～

山田竜也 特定医療法人社団勝木会やわたメディカルセンター 看護部 課長 北陸 ３級 えっ、看護部ですか!?～看護部に配属された医療経営士が実践した一例～

渡邉新之介 株式会社栗原医療器械店 カスタマーディライト部 部長 関東 ３級 大型治療機器導入による医療圏内患者流出抑制と経営基盤強化に向けた
実践的アプローチ
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全
国
で
活
躍
す
る
医
療
経
営

士
に
よ
る
演
題
発
表
は
、
全
国

大
会
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
毎
回
多
く
の
注
目
を
集
め

て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
の
医
療

経
営
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で

ど
の
よ
う
に
考
え
、
動
き
、
結

果
を
出
し
て
き
た
の
か
を
発
表

い
た
だ
く
こ
と
で
、
医
療
経
営

士
が
果
た
す
べ
き
役
割
が
明
確

に
な
る
。
さ
ら
に
、
参
加
者
が

そ
こ
で
学
び
、
得
た
知
見
を
自

ら
の
職
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
医
療

界
全
体
の
活
性
化
、
そ
し
て
医

療
経
営
士
の
活
躍
の
場
が
広
が

っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

今
大
会
で
は
16
名
の
医
療
経

営
士
が
登
壇
す
る
（
表
）。
過

去
最
多
登
壇
を
誇
る
酒
井
利
明

氏
は
２
０
１
９
年
の
仙
台
大
会

以
来
、
５
年
ぶ
り
の
登
壇
。
ま

た
昨
年
は
登
壇
者
が
い
な
か
っ

た
企
業
所
属
と
し
て
株
式
会
社

栗
原
医
療
器
械
店
の
渡
邉
新
之

介
氏
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
ぜ
ひ
存

在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

各
発
表
は
質
疑
応
答
を
含
め

15
分
で
行
わ
れ
る
。
全
員
の
発

表
終
了
後
、
吉
長
成
恭
氏
（
日

本
医
療
経
営
実
践
協
会
理
事
）

を
審
査
委
員
長
と
す
る
審
査
委

員
会
に
よ
っ
て
審
査
が
行
わ

れ
、
受
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
る
。

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
医
療

経
営
士
の
働
き
方
が
病
医
院
を

変
革
す
る
―
今
、
求
め
ら
れ
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
と
具
体
的

実
践
方
法
」。
16
名
の
医
療
経

営
士
が
発
表
す
る
、
具
体
的
か

つ
実
践
的
な
変
革
の
内
容
を
楽

し
み
に
し
た
い
。

全
国
大
会
の
価
値
を
高
め
る

医
療
経
営
士
に
よ
る
発
表

演
題
発
表
に
16
名
が
エ
ン
ト
リ
ー

医
療
経
営
士
の
実
践
力
を
体
感
し
よ
う

12
月
１
日（
日
）に
開
催
す
る
第
13
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大

会
」福
岡
大
会
の
演
題
発
表
に
登
壇
す
る
医
療
経
営
士
が
決
定
し
た
。

今
大
会
で
は
前
大
会
の
10
名
を
大
幅
に
上
回
る
16
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

登
壇
者
と
発
表
テ
ー
マ
を
紹
介
す
る
。

演題発表者と演題タイトル一覧（50音順）

※9月10日現在　等級は医療経営士資格等級。演題タイトル等は変更になる可能性があります

第
13
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」福
岡
大
会 

演
題
発
表
登
壇
者
決
定
！



神奈川研究会が対話形式で保険医療のあり方を考える

参加者同士の対話で考える力を向上させる場となる

日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
関

東
支
部
神
奈
川
研
究
会
は
９
月

20
日
、
第
52
回
研
究
会
「
保
険

医
療
で
ど
こ
ま
で
カ
バ
ー
す
べ

き
？
」
を
開
催
し
た
。
パ
ネ
リ

ス
ト
と
参
加
者
に
よ
る
対
話
形

式
で
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
の

研
究
会
、
冒
頭
挨
拶
を
行
っ
た

世
話
人
代
表
の
金
城
悠
貴
氏

は
、「
こ
の
研
究
会
も
50
回
、

10
年
を
超
え
て
そ
ろ
そ
ろ
新
し

い
こ
と
を
や
り
た
い
」と
述
べ
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
実
験
的

な
ス
タ
イ
ル
で
の
開
催
に
至
っ

た
経
緯
を
説
明
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
テ
ー

マ
に
基
づ
い
て
金
城
氏
が
用
意

し
た
質
問
を
３
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
に
投
げ
か
け
、
パ
ネ
リ
ス
ト

だ
け
で
な
く
参
加
者
に
も
随
時

発
言
を
求
め
な
が
ら
議
論
を
深

め
て
い
く
形
で
行
わ
れ
た
。

最
初
の
質
問
は
「
保
険
の
種

別
に
よ
っ
て
選
択
肢
を
制
限
す

べ
き
か
」。
こ
の
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
長
期
収
載
品
を
希

望
す
る
場
合
の
選
定
療
養
制
度

に
つ
い
て
、
生
活
保
護
の
受
給

者
は
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
医
療
機

関
、
製
薬
会
社
、
一
般
企
業
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。

次
に
取
り
上
げ
た
質
問
は

「
お
産
の
保
険
収
載
」
に
つ
い

て
。
産
科
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
自
費
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
病

院
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
す
る
こ
と

で
サ
ー
ビ
ス
が
多
様
化
し
、
結

果
と
し
て
産
む
側
に
と
っ
て
も

プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
論
点
に
基
づ

き
、
他
に
ど
の
よ
う
な
医
療
が

自
費
で
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て

議
論
が
な
さ
れ
た
。

最
後
は
「
助
か
る
見
込
み
の

な
い
患
者
の
延
命
治
療
を
公
的

保
険
の
対
象
と
す
べ
き
か
」
と

い
う
質
問
に
つ
い
て
、
各
自
の

持
つ
倫
理
観
等
も
踏
ま
え
な
が

ら
論
じ
合
っ
た
。

参
加
者
全
員
が
答
え
の
な
い

問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
向
き
合

い
、
お
互
い
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
考
え
を
深
め
て
い
く
場

と
な
っ
た
今
回
の
神
奈
川
研
究

会
。
医
療
経
営
士
の
研
究
会
の

新
し
い
形
を
示
し
た
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

神
奈
川
研
究
会
で
は
今
後
通

常
の
講
義
形
式
も
行
い
な
が

ら
、
対
話
形
式
の
研
究
会
も
随

時
開
催
し
て
い
く
予
定
だ
。
最

新
情
報
に
つ
い
て
は
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
い
た
だ

き
た
い
。

T O P I C S

「答えのないテーマ」を取り上げ
医療経営士が激論を交わす！

支部N EW S
特別版 神奈川研究会が新たなチャレンジ

神奈川研究会は2014年に地域に根ざした研
究会として発足、2017年2月より医療経営士か
らなる運営事務局を設け、自主研究会のトップ
ランナーとして活動を継続してきた。これまで
1年に数回のペースで研究会を行い、今年5月
には節目となる50回目の研究会を開催した。
これまで選んできた研究会テーマは診療報

酬改定のポイント解説から物品購入にあたっ
ての交渉事例まで多岐にわたる。研究会のス
タイルは活躍している医療経営士か、外部講
師を招いて講演してもらい、講演後に質疑応
答に移るという形式で行ってきた。研究会に
参加する方々の意欲も高く、毎回、30分の質
疑応答では時間が足りず、会場の閉鎖時間ま
で講師に質問したり、あるいはコロナ禍では
休止していたものの講演会後の懇親会で講演
テーマについて議論や情報交換を行ったりと
いった場面が見られていた。
神奈川研究会世話人代表を務める済生会横

浜市東部病院の金城悠貴氏は「こうした講演

会形式の研究会によって得るものは多く、内
容も実践的で職場に持ち帰って翌日から役立
てることが可能という点は、参加者にとって
も有意義であったと思っています」と話す。
「とはいえ、その一方で医療経営士はさらに
一歩踏み込んだ問題意識を持つべきではない
かという思いもありました。インターネット
を検索すればかなり踏み込んだ『解』が得られ
るようになっていますし、SNSなどを通じて
全国の医療経営士とコミュニケーションを図
ることができるようになりつつあるというな
かで、研究会の意義を考えるようになってい
ました」（金城氏）

そうしたなかで「新たに挑戦しよう」と研究
会幹事のあいだで意見が一致したのが、「答え
が一つではない、もしくは見つからない」テー
マを研究会で取り上げるという方針だった。
さらにこれまでのような講師による一方的な
講義という形ではなく、対話形式を採用。なか
なか答えが出なさそうなテーマについて複数

人のパネリストで対話しながら掘り下げると
いうスタイルで開催することで、知識を身に
付けるための研究会から、「答えの出ない問い
を問い続ける能力を磨く」ための研究会へと
新たな一歩を踏み出すこととなった。
その端緒となる第52回研究会（9月20日開

催）のテーマは「保険医療でどこまでカバーす
べき?」。その後もさまざまなテーマを取り上
げていく予定だ。
「それぞれのテーマについて、背景や視点が
違えば、あるべき論も違ってきます。5人集ま
れば5通りの答え、あるいはそれ以上の見方
や考え方が出てくるというなかで、お互いの
意見を場に出し合い、高め合う。そういう時間
を皆で作っていければと考えています」と抱
負を語る金城氏。医療経営士としての新たな
ステージを目指す、神奈川研究会の今後に期
待したい。

日本医療経営実践協会関東支部神奈川研究会は今年５月、第50回となる研究会を開催した。今後の研究会のあり方について
研究会の幹事メンバーで議論を行うなかで、「知識を身につけるための研究会から、『答えのない問いを問い続ける能力を磨く』
ための研究会に挑戦する」という新たな方向性が見えてきたという。これからの神奈川研究会の方向性について話を聞いた。

研究会を10年続けて
「意義」を考える

答えが見つからない
テーマを取り上げる

神奈川研究会  Peatix
最新の研究会情報配信中!
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一般社団法人日本医療経営実践協会では2024年度上期理事会において新たな役員を選出、現役の医療経営士4名が
理事に就任した。現場の意見がより反映される体制とすることで、会員サービスのさらなる向上に努めていく。

今号では2名の新理事より就任のご挨拶を申し上げる。

新理事に聞く、医療経営士の未来
現役会員から協会役員が誕生 !

資格の社会的価値向上に
努める
医療法人社団尚志会理事長　大宮 謙一

この度、日本医療経営実践協会の理事を拝命いたしました医
療法人社団尚志会の大宮謙一と申します。脳神経外科／脳卒中
外科医として卒後10年ほど最前線で医療に携わって参りました。
初期研修医時代からお世話になりました中村記念病院、後期

研修医時代にお世話になりました亀田総合病院ともに日本を代
表する医療機関であり、若手時代からDPCや在院日数への配慮、
レセプト病名付け、特に高額レセプト症例における中央審査用の
症状詳記など常に診療とともに経営的な目線を指導されました。
その後30代半ばで中規模脳神経外科病院の院長職のオファ

ーをいただき、医療経営について詳しく学ぶため医療経営士の
資格を取ったことが最近のことのように思い出されます。
学んだ知識をもとに勤務先医療機関のSWOT分析を行い、救

急搬送台数と入院症例の大幅増を達成し30代後半で脳神経外
科部長に任命されました。戦略的意思決定の点から自己決定権
を持ち、自身の理想とする医療を体現したいという気持ちが強
くなり2022年春に自院を開業いたしました。
医療経営面での知識をもとに社会的なニーズを捉え、おかげ

さまで開業1年目で新規症例3000例を達成し、スタッフや先生
方の頑張りもあり現在では地域において同部門で上位クラスの
医療機関となりました。
医療経営士の資格は医療専門職にこそ親和性が高いと実感し

ております。協会活動では医療経営士1級／医療経営指導士と
しての責任を全うするため助成研究や全国大会では毎年演者と
して発表して参りました。3級から1級まで各級の医療経営士試
験を経験し、かつ現役で医療機関を経営している医療経営士と
自負しております。
小生もそうでありましたが、上級資格を取得できる知識が付

く頃には診療現場でも多様な角度から患者さん、医療機関とも
にメリットのある診療や入口／出口戦略を立てることができる
ようになります。診療の幅が広がり医療人としての成長に繋が
りますため皆様には是非2級、1級の取得を目指していただけま
すと幸いです。
引き続き協会にご登録いただいている皆様の活躍を応援させ

ていただくとともに医療業界において医療系経営士資格保有者
が厚遇されるよう、資格の社会的価値向上に貢献して参る所存
です。若輩ではございますが、協会理事として足跡を残せるよう
尽力いたしますとともに、1万人を超える会員の皆様と原勝則代
表理事をはじめとした理事の皆様のお力をお借りして本邦の医
療システムの方向性を正すような仕事ができれば幸甚です。

医療機関の
「経営不在」解決へ
株式会社日本医療企画　原 正英

この度、日本医療経営実践協会よりお声掛けをいただき理事
を拝命いたしました。役員として協会の発展に尽力してまいり
ます。何卒よろしくお願い申し上げます。
医療経営士資格試験の利点は、職種、職域を問わず、誰もが受

験できることです。医療と経営の両方の分野を併せ持つ専門家
として認定された認知度の高い資格です。そこには明確な水準
が設定されており、試験合格により各級の資格を得られること
です。医療機関勤務者、薬局、医療機器会社、製薬企業、卸売企業、
金融機関、人材派遣会社、コンサルタント会社、生命保険会社、行
政機関、公務員、政治家、弁護士、公認会計士、税理士、社労士等、
さまざまな職種の方がこれまで資格を取られて、それぞれの専
門域から持続的な医療提供体制へ提言をされ、貢献をされてい
ます。
なぜ、医療経営士が今、注目されているのでしょうか?　少子

高齢化、生産労働人口の減少で社会保障費が増大する一方、公的
債務が累増しており、診療報酬改定はその影響を受け、財政難を
反映する表れとなっています。2024年度の診療報酬改定は、こ
れまでの流れが変わったように思います。診療所において、慢性
疾患治療算定にメスが入った厳しい改定となりました。新型コ
ロナウイルス感染症発症から5年になろうとしてます。5類に変
更となった2023年5月から1年が過ぎても病院、施設に患者、入
所者が戻っていない状況が続いています。経営主体が自治体や
公的病院の場合、約70%が赤字、私的病院でも約50%は赤字経営
を余儀なくされています。病床稼働率も平均で10%程度低下し、
多数が、70%を下回るレベルになっています。
　医療の質を保ち、患者満足度を高めることは医療機関とし

て重要であり、地域で事業経営を継続するためには、経営的視点
を考慮する必要があります。多くの医療機関に経営的視点から
最適を考える機会が不足している「経営不在」がはびこっており、
経営的側面からの解決に強くないということが課題として挙げ
られます。
急性期病床の在り方、地域包括医療病棟の示唆、誠意ある逆紹

介徹底あっての紹介率向上、医師の働き方改革施行に伴い、多職
種連携、タスクシフト、タスクシェア、総合診療医の拡充、地域医
療連携推進法人化等、医療経営士から多くの発信がなされるこ
とでしょう。それらの発信を協会としてしっかりと受け止め、全
国の医療経営士だけでなく医療界全体に向けて発信していくこ
とが協会の役割であると考えています。それに貢献できるよう
努めてまいります。



医療現場のコミュニケーション＆
ハラスメント対応スキルアップ研修

【お問い合わせ先】日本ヘルスケア経営学院  事務局（日本医療企画内）　☎03-3553-2862　https://hcmi-s.net/

講
座
概
要

日本ヘルスケア
経営学院

公 開 講 座

石井富美氏
（多摩大学医療・
介護ソリューション
研究所副所長）

講師 ❶ブランディングの鏡
❷医療現場のトラブル対応
❸医療現場のハラスメントの仕組みと対処法
❹コミュニケーションスタイルを知ろう
❺コミュニケーションスキルアップ

▶ 参加料：4,400円（税込）
▶ 講義時間：各10分程度（全5本）
▶ 受講期間：20日間

お申込みはコチラ➡

各10分のショート動画でスキマ時間を有効活用! WEB講座好評配信中

講
義
内
容
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日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール

開催日 開催支部 テーマ 講師

9月28日（土） 関西 第38回関西医療経営勉強会 
「診療報酬改定が及ぼす病院連携と退院支援への影響」 渡鍋宏 氏（医療法人なぎさ会 グループホーム白馬）

9月末まで 関西 “イチからわかる”　介護経営オンライン塾 
※第１回～第４回の講義をアーカイブ配信

古株靖久氏（有限責任監査法人トーマツ） 
熊田圭佑氏（Meister株式会社代表取締役）

10月18日（金） 東北 第24回みやぎ仙台ネットワーク 
事務部門のマネジメントと人材育成 宮沢圭一氏（社会医療法人加納岩事務局長）

11月20日（水） 関西 “イチからわかる”　病院経営オンライン塾 
第1回「病院経営を取り巻く環境を学ぶ」 古株靖久氏（有限責任監査法人トーマツ）

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページでご確認ください。

事務局掲示板

第13回全国大会福岡大会のポスターが完成
掲示していただける会員の方を募集中

【ポスターのお申し込み】 E-mail：info@jmmpa.jp

【お申し込み】 E-mail：info@jmmpa.jp

PICK UP 研究会

第13回「全国医療経営士実践研究
大会」福岡大会のポスター（B2サイ
ズ）が完成しました。今年もあおき
てつお先生にイラストを描いていた
だいています。こちらを掲示してい
ただける会員の方を募集します。
ご希望の方は「全国大会ポスター

希望」と件名をつけ、お名前、認定登
録番号、送付先住所、電話番号、必要
枚数を明記の上、下記メールアドレ
スまでご連絡ください。

会報誌『理論と実践』投稿募集中
自分の声を会員に届けよう

当協会が発行している会報
誌『理論と実践』では、会員の
皆さまからの投稿を募集して
います。日頃の職務における
疑問や悩み、業務改善へ向け
たアイデア、病院経営や医療

政策・制度に関する論文や問
題提起等、内容は自由です。
採用原稿については薄謝を進
呈いたします。お気軽にご投
稿ください。

東北支部

第24回みやぎ仙台ネットワーク

事務部門のマネジメントと人材育成
【開催概要】
■日時	 2024年10月18日(金) 19:00〜20:30
■内容	 第1部　話題提供
	 「事務部門のマネジメントと人材育成」
	 宮沢圭一氏
	 （社会医療法人加納岩事務局長）
	 第2部 グループワーク
	 「みんなの取り組みを共有しよう」
■形式	 オンライン（Zoom）
■参加費	 無料（企業の方は医療経営士のみ
	 参加可能）　
■お申込み・お問い合わせ先
	 みやぎ仙台ネットワーク事務局
	 （株式会社日本医療企画東北支社内）
	 TEL：022-281-8536

宮沢圭一氏

「ともに学び、ともに考え、ともに成長す
る」を合い言葉に、気軽に情報交換ができ
る横のつながりづくりと宮城県内1病院
1医療経営士の育成を目指し、活動を行
っているみやぎ仙台ネットワーク。24回
目となる研究会では、「事務部門のマネジ
メントと人材育成」をテーマに取り上げ
ます。
講師は社会医療法人加納岩（山梨県）事

務局長の宮沢圭一氏。宮沢氏は2022年4
月に法人の人事制度を改定、主任以上の
管理職は医療経営士3級の取得を必須と
するなどの資格要件を設け、現在では法
人内で28名が医療経営士3級以上を取得
するなど、組織改革を推し進めるリーダ
ーシップに定評があります。現場と協働
し組織を動かす事務職を育成していくた
めには何が必要なのか、皆さまと考えて
いきます。全国からオンラインでご参加
いただけます。ぜひご参加ください。


